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研究成果の概要（和文）：　本研究では岩手県全域と隣接する地域にある病院で岩手県在住者の脳卒中発症につ
いて悉皆調査を行い、精度の高い岩手県脳卒中登録を整備した。この登録データを用いて2008年から2017年まで
10年間の岩手県の脳卒中罹患率とその経時的推移を明らかにすることが可能となり、その結果を基に2040年まで
の岩手県の脳卒中罹患率の推移と脳卒中罹患者数の推移について将来予測が可能となった。
　また、2011年の東日本大震災前後の岩手県沿岸部での脳卒中罹患率の推移が明らかとなり、それらに与えた影
響を推定した。この結果は今後の大規模津波災害対策に役立つ情報となり得る。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a comprehensive survey on the occurrence of 
stroke among residents living in Iwate Prefecture at hospitals in the whole area of Iwate Prefecture
 and adjacent areas, and developed a highly accurate Iwate Prefecture Stroke Registry. Using this 
registration data, it was possible to clarify the stroke incidence rate in Iwate Prefecture over the
 10 years from 2008 to 2017 and its change over time. Based on the results, it is now possible to 
predict the future trends in the stroke incidence rate and the number of patients up to 2040 
affected by stroke in Iwate Prefecture.
In addition, changes in the prevalence of stroke in the coastal area of Iwate Prefecture before and 
after the Great East Japan Earthquake in 2011 were clarified, and the effects on them were 
estimated. This result may be useful information for future large-scale tsunami disaster 
countermeasures.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　過去10年間の岩手県の脳卒中罹患状況の推移から、男女とも若年者の脳卒中罹患率が低下していないことが明
らかとなり、今後の脳卒中罹患予防対策として若年者からの脳卒中予防教育や指導を行っていくことの必要性が
明らかとなった。
　また、東日本大震災により津波被害を受けた沿岸部での脳卒中罹患率は内陸部と比べて低下率が大きかったこ
とから、迅速な仮設住宅整備、生活や健康に対する支援活動、および、医療費無料化との関連が推定され、その
効果は男性、高齢者、津波被害が大きかった地域で大きくなることが明らかとなり、今後の大規模津波災害時の
脳卒中対策に役立つ情報となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
岩手県では、「岩手県地域脳卒中発症登録」（以下、脳卒中登録）が県内の全医療機関を対象に

行われていたが、その悉皆性は医療機関の協力体制に大きく左右されていた。岩手県内陸北部と

沿岸北部において各種補助金により平成 17年から本研究者らは内陸北部と沿岸部全域で脳卒中

を含む循環器疾患発症を悉皆調査し登録する体制を確立し、県北部の脳卒中罹患率は世界的に

も高い地域であることを明らかにし、さらに、東日本大震災後の 4 週間で脳卒中罹患率が増加

したが、その後は震災前と同様の罹患率となったことを明らかにし、（図左下）脳卒中罹患は津

波被害の程度と関連があることを明らかにした。(図右下) 

   

 

東日本大震災後、被災者は避難所から仮設住宅に移り、生活基盤や地域社会の再生が始まった

が、その進捗状況は遅く、いまだ多くの被災者が不便な仮設住宅での生活を強いられている。ま

た、災害復興住宅への移転が進むにつれ、保健師や NGO関係者などのサポートの縮小、医療費

免除の打ち切りが検討されはじめ、脳卒中罹患状況も影響を受けると推察される。 

死亡統計の脳卒中死亡率は悉皆性の高い指標であるが死亡率は罹患と罹患後の健康状態や社

会情勢などの背景を反映しており、岩手県の脳卒中死亡は東日本大震災後の生活環境の影響が

特に大きく脳卒中の罹患状態の把握には罹患から死亡までの把握が必要であると考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、岩手県全域の悉皆調査に基づく population-basedの脳卒中登録体制を整備し、

東日本大震災後の脳卒中罹患率の経時的推移を明らかにし、震災からの復興過程が被災地を含

む岩手県の脳卒中罹患に対して与えている中長期的影響を明らかにすることを目的とする。さ

らに、現在、岩手県で行われている脳卒中登録に、死亡小票から得られる死亡情報を統合し、脳

卒中罹患から死亡までの状況を包括する脳卒中登録を整備し、脳卒中罹患後３０日致命率、１年

致命率を明らかにし、脳卒中多発県であり東日本大震災の甚大な被害を受けた岩手県の脳卒中

罹患状況を高い悉皆性で把握して解析することを本研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
 [脳卒中登録] 

岩手県内陸北部では、既に悉皆調査による登録体制が確立している。県都盛岡市を含む内陸南

部でも同様に悉皆調査による岩手県地域脳卒中登録の登録体制を整備する。 

（１） 調査対象医療機関でのこれまでの脳卒中発症登録状況の調査と未登録分の追加登録 

本研究者、およびリサーチナースが、調査対象医療機関の長および診療科の長の許可のもとに、

岩手県地域脳卒中登録のデータベースと調査対象医療機関に保存されているカルテを照合し、
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登録漏れの有無をチェックし、登録漏れ分については登録票の記入を行う。記入した登録票は脳

卒中登録運営委員会に送付して、そのデータベースに登録する。 

情報の収集方法については、地域中核病院では配置されているリサーチナースが調査票への

記入の補助と登録漏れのチェックを行い、主治医に記載を依頼する。リサーチナースが配属され

ていない医療機関には研究者が定期的に訪問し、カルテを閲覧し登録票を記入する。記載された

登録票は岩手県地域脳卒中登録運営委員会に送付し、脳卒中登録のデータベースに登録される。 

（２） 調査対象医療機関での前向きの脳卒中罹患者の脳卒中発症登録 

新規に脳卒中に罹患し入院となった患者については、主治医、およびリサーチナースが登録票に

記入を行なう。登録漏れのチェックをリサーチナースが随時行ない、登録漏れ分は主治医、また

は必要により調査対象医療機関の許可の元で本研究者がカルテを閲覧し記入を行う。また、リサ

ーチナースについては本研究者および研究協力者が悉皆調査について事前にレクチャーを行う。 

[死亡小票] 

（1）死亡小票の目的外利用許可 

岩手県と協力し平成 27年末に死亡小票データの目的外利用許可を申請し、平成 27年 1月 1日

から平成 28年 12月 31日までの死亡小票データの利用許可を得る。以降毎年、目的外利用許可

申請を行う。 

（2）死亡小票データと脳卒中登録データとの照合およびの死亡情報の登録 

岩手県医師会内の登録室で、平成 27年 1月 1日から平成 28年 12月 31日までの死亡小票と脳

卒中登録データベースとの照合を行い、脳卒中登録データベースに死亡データの登録を行う。こ

の作業は岩手県医師会の登録室専属の職員に依頼する。これ以降毎年、死亡小票と脳卒中登録デ

ータベースとの照合を行い、脳卒中登録データベースに死亡データの登録を行う。 

[データの利用および解析] 

脳卒中登録運営員会より脳卒中登録データベースの利用許可を得て、対象地域である沿岸全

域および内陸北部の医療圏ごとの脳卒中罹患数、罹患率ついて、震災前と震災後の比較と震災後

の経時的変化、さらに津波被害のない内陸北部と沿岸部との比較を行い解析する。研究対象地域

の人口動態やデータについては自治体より公表されている人口動態速報および統計を用いる。 

解析結果について協力医療機関にて成果発表を行なう。日本脳卒中学会総会、および日本救急

医学会総会にて結果を発表する。また、解析結果を論文化して公表を行う。 

 
４．研究成果 

[脳卒中登録] 

リサーチナースの育成を行い岩手県全域と隣接する地域の病院で岩手県住民の悉皆調査によ

る岩手県脳卒中登録体制の整備が完了した。この体制を用いて 2008 年 1 月 1日以降の岩手県住

民の脳卒中罹患について悉皆調査を行い、調査結果を岩手県地域脳卒中登録に登録した。 

[死亡小票] 

（1）死亡小票の目的外利用許可 

岩手県が県の事業として平成 27 年末に死亡小票データの目的外利用許可を申請し、平成 27 年

1月 1日から平成 29年 12月 31日までの死亡小票データの利用許可を得た。 

（2）死亡小票データと脳卒中登録データとの照合およびの死亡情報の登録 

岩手県医師会内の登録室で岩手県医師会の登録室専属の職員によって、平成 27年 1月 1日から

平成 29年 12月 31日までの死亡小票データの照合が行われ登録された。 
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[データの利用および解析] 

岩手県地域脳卒中登録データを解析し以下の成果を得た。 

（1）2008 年 1 月 1日から 2017 年 12 月 31 日まで 10年間の悉皆調査を行った脳卒中登録データ

47,018 例の解析を行い、疾患登録の悉皆性指標であるの罹患死亡比は全発症で 2.25、初回発症

で 1.59 であり、2011 年の滋賀県の脳卒中登録に匹敵する悉皆性であることが明らかとなった。 

（2）2008 年 1 月 1日から 2017 年 12 月 31 日まで 10年間の悉皆調査を行った脳卒中登録データ

47,018 例の解析を行い、1985 年日本モデル人口で年齢調整した岩手県の脳卒中罹患率は 2008 年

から 2017 年にかけて人口 10 万人あたり男性は 212 から 177、女性で 123 から 97 に減少したこ

とが明らかとなった。 

（3）年齢階級別にみた脳卒中発症率は、男女とも 55 歳以上は減少していたが、55 歳未満はほ

とんど減少していなかった。 

（4）この結果から将来の岩手県の脳卒中発症数を予測すると、2040 年は 2015 年と比べて男女

とも発症数は約 2/3 に減少すると予想されるが、85歳以上の発症者は増加すると予測された。 

（5）岩手県では最近 10年間で若年者の脳卒中発症率が減少しておらず、若年者の脳卒中予防対

策が必要であり、また増加が予測される高齢の脳卒中発症者に対する医療や介護など社会的対

策が必要であると結論した。 

  
岩手県男性の将来脳卒中罹患率       岩手県女性の将来脳卒中罹患率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩手県男性の将来脳卒中発症数       岩手県女性の将来脳卒中発症数 

 

岩手県男性の将来脳卒中罹患数       岩手県女性の将来脳卒中罹患数 
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（6）東日本大震災後の中長期的脳卒中罹患状況については、2008 年から 2017 年までの岩手県

沿岸部および内陸部の脳卒中罹患率を比較し、震災年の 2011 年では罹患率増加が見られたが、

2012 年以降は沿岸部の高齢男性、特に浸水被害甚大地域では内陸と比べて罹患率の減少幅が大

きいことが明らかとなった。この成果を 2020 年 8 月の第 45 回日本脳卒中学会学術集会にて発

表予定である。また、現在英文誌に投稿中である。 

   
東日本大震災前後の脳卒中罹患率の推移  
 

（7）脳卒中罹患後死亡に関する解析は今後実施していく予定である。 
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